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１．販売管理・日次の伝票処理
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(１) 得意先状況問い合わせ

得意先の基本状況を参照します。

電話などで「問い合わせ」があった場合に使用することを目的としています。

得意先の検索は、「コード」「フリガナ」「電話番号」「全角名称」「住所」で行うこと

ができます。

（オプションで、電話機と連動した、ＣＴＩシステムとすることも可能です）

表示画面から、別の画面に連係することができます。この連係機能は、設定ファイルの定義に

より、表示する機能を変更することが可能です。

ここでの例は、標準的なものです。

［検索の方法］［Ｆ５キーを押します］

名前の、フリガナで検索する方法です。

以下は、ローマ字変換として設定されている場合のものです。

この場合は、

全角のひらがな

でキー入力されて

います。
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[F8]キーを押すことによって、半角

カタカナに変換します。

該当する得意先

が表示されました。

ここから、ＮＯに該当する数字を入力するか、氏名をクリックすると、得意先が選択

されます。

◎ フリガナ欄に、電話番号の下４桁を入力しても検索が可能です。

［検索の方法］［Ｆ６キーを押します］

名前、住所の、全角文字で検索する方法です。

名前や住所の一部に、検索文字が使用されていれば、検索対象となります。
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のように、名前、住所の一部で検索できるので、アパート名、地域名しかわからない

ときの検索に便利です。
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得意先の表示後に「Ｆ１」を押した場合

「Ｆ２」を押した場合
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「Ｆ３」を押した場合

◎これは、アクロバットリーダという無料のソフトで、ＰＤＦファイルを表示したものです。

ＰＤＦファイルは、イメージスキャナや、印刷ソフトなどで作成することができます。

同様に、デジタルカメラで撮影した写真を、ボタンから表示することもできます。

拡張子が、ＪＰＧで作られていれば、Ｗｉｎｄｏｗｓの機能で表示できるので、無料です。

\BPFWIN\LTRKYAKU.INI というファイル内で、次のように定義します。（規定）

[LTRKYAKU]

1,販売台帳２,Y:\BPFWIN\LTLHANBA.EXE,,

2,得意先マスタ,Y:\BPFWIN\LTMASTER.EXE,,

3,ＰＤＦ文書,C:\Program Files\Internet Explorer\IEXPLORE.EXE,PDF,M:\PDF文書\

ここに記述している、［M:\PDF文書\］が、ＰＤＦファイルを置く場所です。

得意先コード.PDF

の名称で登録しておきます。（写真は、拡張子が．ＪＰＧです）
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(２) 販売台帳

検索方法は、「得意先状況問合せ」と同じです。過去の取引明細を一定期間さかのぼって

表示することができます。

「印字」を「１．有り」にすると、次のように印字されます。
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(３) 検針伝票の入力

ハンディ端末を使用しないで、検針を「手入力」する場合に使用します。

担当者は、「担当」が、入力を行っている担当者のコードです。「検針担当」が、実際に検針
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作業を行った担当者のコードです。（例では、担当を省略しています）

上記のように得意先を選択（番号、検索）して、今回の指針を入力すると、料金表に従って

料金計算されて、結果が表示されます。

「Enter」で進めながら、確認して下さい。

最後に、次のように表示されますから、更新してよければ、［ＹＥＳ］をクリック（あるいは、

Ｆ９）して下さい。更新後は、得意先コードの入力に戻ります。

［ＮＯ］とすると、更新は行われません。

ここで、［訂正］（あるいは、Ｆ１）を押すと、入力画面に戻れます・

基本的な設定では、１件の入力を行うと、「検針順」に次の得意先を表示します。

得意先の、状態コードが、英字（Ａより大）の場合は、スキップしてその次の得意先を表示

します。
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(４) 売上／入金伝票入力

検針以外の「売上伝票」を入力します。

口座振替以外の「入金伝票」もこの画面で入力します。

商品コード、区分、型式、数量、単価、金額の順に入力します。カーソルを戻したい場合は

「Ｆ１」を押します。
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商品が、「税抜き」か「税込み」かは、商品マスタで決まります。

続けて何行でも入力することができます。

商品コードを空欄にすると、「売上」は完了したものとし、下の段に移ります。

この例は、現金の入金を入力したものです。

◎商品売り上げを行わないで、「入金」だけを入力することもできます。「商品コード」に

なにも入力せずに、「Enter」で進めて下さい。

◎割賦として売上したい場合は、次のようにします。

この後、「割賦

データの入力」

を行います。

◎現金売上（＝３）を選択すると、入金入力をすることなく、売上は入金済み、請求済みに

なります。（請求済みになると、請求書には記載されません）

◎前売上取消（＝９）を選択すると、全く同じ売上明細に対して、赤伝を入力することに

なります。削除したことと同じ効果があります。
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商品コードは、８桁あります（商品マスタで登録）。

コードが不明の場合は、「検索」することもできます。

商品コードの入力で、「Ｆ５」を押すと、次の画面が表示されます。商品コードの先頭文字

だけを入力すると、それ以下が表示されます。

「Ｆ６」を押すと、分類で検索することができます。

商品コードを一覧で見るには、 「商品マスターメンテナンス」を参照。



1 - 13

(５) 入力データモニタリスト

検針、売上、入金した伝票の内容を確認するために「一覧表」を印刷します。

実行すると、「日付」は当日入力分、「印刷条件」は、全伝票となっているので、「End」を

押せば、当日分がすぐに印刷されます。

以下の例は、プレビュー画面の表示を切り取って貼り付けたものです。
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印刷する内容と同じものを、ＥＸＣＥＬで使用することができます。

ほとんどの一覧表にはこの機能を入れてあるので、データの有効利用が可能です。

ＥＸＣＥＬでの使用例

＜お断り＞

ＥＸＣＥＬは、Ｗｉｎｄｏｗｓに標準でインストールされているわけではありません。

別途購入が必要です。

パッケージとして一式を購入された場合は、ＯｆｆｉｃｅＰｅｒｓｏｎａｌをセット

してご提供しています。
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(７) 担当別売上日計表

日々の売上、入金を、担当ごとに集計します。

実行すると、「日付」は、当月初めから当日まで、「分類」は、規定値となっているので、

「End」を押せば、当日分と当月の累計がすぐに印刷されます。
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(９) ハンディ検針データ作成

これから検針に行く得意先のリストを作成します。

ハンディ検針用のデータの作成を行います。

「検針日」で、何日から何日までという範囲で取り出します。この日付は、得意先マスタに

あらかじめセットしておく必要があります。

指定された範囲内で、検針順コードの順番にデータが作成されます。

複数のハンディがある場合は、検針日をハンディごとに分けておくとよいでしょう。

ハンディへのデータ送信は、ＣＦカード（あるいはＳＤカード）の交換で行います。

カードをＰＣにセットして、メニューを起動すると、次のように表示されて、「Ｅｎｔｅｒ」

キーでコピーが始まります。５秒程度で完了です。

この例では、ＣＦカード

が、Ｅ：ドライブになって

いますが、ＰＣにより異な

ります。

ＳＤカードでも同様です。

カードリーダをＰＣから付け

外しすると、ドライブが変わ

り、読み書きができなくなる

ことがあります。

ハンディへの取込は、「検針ハンディ操作説明書」を参照して下さい。
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(12) ハンディ検針データ更新

検針後の操作です。検針結果は、ハンディ上で、カードにコピーして下さい。

「受信」メニューを起動すると、次のように表示されます。

ハンディのＣＦカードをセットして「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すと、データがＰＣにコピーされま

す。

続けて、「更新」を実行すると次のように表示されて、データが更新されるとともに、結果が

印刷されます。
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(13) ハンディ集金データ作成

ハンディ集金用のデータの作成を行います。

「担当者」と「集金日」で、何日分という範囲で取り出します。この日付は、得意先マスタの

「集金日」に登録しておく必要があります。

担当者を「空欄」、集金日を「空欄」とすると、そのチェックは行いません。

分類方法の順番にデータが作成されます。

ハンディへの送信方法は、「検針データ」と同じ手順です。
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(16) ハンディ集金データ更新

ハンディからの受信方法は、「検針データ」と同じ手順です。

続けて、「更新」を実行すると次のように表示されて、データが更新されるとともに、結果が

印刷されます。
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(18)入力伝票の取消

間違って入力した伝票を取消します。

削除したい丸印の、番号を入力します。上の例は、１番目の明細を削除しようとするもの

です。

（注）請求済み、月次更新済みの明細は削除できません。赤伝での処理を行って下さい。
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(19)検針入力の取消

間違って入力した検針伝票を取消します。

データを入力した日付と、検針日、検針内容が表示されます。「YES」とすると取り消し

ができます。請求済み、月次更新済みの検針データは取消できません。
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(20)日次データの保存

データの保存は、非常に大切です。万が一コンピュータが壊れた場合に、データが保存して

あれば、短い時間で復旧し、元どおり仕事ができます。

保存する場所は、外部の記憶装置が望ましいです。ハードディスク、ＵＳＢメモリ、ＤＶＤ、

インターネット・ディスクなど様々あるので、選択して下さい。すぐに持ち出せるということも

大事な要件です。

「ＹＥＳ」を選択すると、あらかじめ決めておいた場所にデータをコピーします。

０１日

データ

デース

０２日

０３日

データは、ＸＸＸＸ０１のように ・

フォルダ名の末尾を日付にして ・

コピーします。フォルダは自動的

に作成します。
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２．保安管理



2 - 2

(１)保安マスタメンテナンス

上記メニューから、１～６を選択して下位メニューを実行します。

基本情報の入力画面

「４年に１回の調査」「周知実施日」「書面の交付日」「開栓日」の管理を行います。
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供給設備の設置状況を入力します。

安全機器の設置状況を入力します。
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燃焼器具の設置状況を入力します。９９行まで入力できます。

ガス器具以外を入力することもかまいません。
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「保安台帳」の印刷を行います。（必要なことではありません）

印刷例
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(２) 設備情報の登録／更新

設備コードは、「供給設備」「安全機器」と同じコード（２桁）で管理しており、この画面でも

メンテナンスができます。

１つの設備コードで、９行まで登録することができます。例えば、ガス漏れ警報器を、３個以上

別々の日に取り付けた場合などに利用できます。番号の、１～９までで管理します。

番号欄に何も入力しないで、「Enter」を押すと、更新処理に移ります。

設備コードは、「名称マスタ」でメンテナンスしますが、ライトシステムの範囲外なので、

メンテナンスは、システム管理者に依頼して下さい。

登録した内容は、「設備情報管理表」で印刷して参照して下さい。
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(３) メータ交換入力

メータ交換をしたときにこの画面で入力します。

機能として、

１．交換

２．保安項目修正

があります。２の保安項目修正では、指針の入力は行えません。

担当者コードは、メータ交換を行った担当者を入力します。（省略可能）

必要項目をすべて入力して下さい。検満年月は、必須です。取付年月日＜検針日のときは

は指針は更新されません。

プルダウン項目は、その中からデータを選択して下さい。

引取指針 － 検針時指針 が、メータ交換時の使用量となり、次回の検針時に加算

されます。そのとき、取付指針が、「前回指針」として表示されます。
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間違ってメータ交換をしたときの処置。

①本来メータ交換はしていないのに、交換したように入力してしまった。

これを取り消すには、次のようにして下さい。

この交換が不要であったならば、次のようにする。

②交換した指針に間違いがあったとき。

次のように、もう一度入力しなおす。

③取付日、検満年月などに間違いがあった場合には、メータ交換ではなく、「保安項目修正」

にして入力を行って下さい。
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(４) メーター管理表

「一覧表」「期限切れ一覧表」「交換一覧表」が印刷できます。

機能：

１．一覧表 設置されているメータの情報をリストします。
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２．期限切れ一覧表 指定の期限年月に該当するメータの情報をリストします。

３．交換一覧表 メータ交換を行った内容がリストされます。

範囲：

１．得意先コード 得意先のコードで範囲を指定します。

２．検針日／検針順 検針日（２桁）検針順（６桁）で範囲の指定を行います。

３．保安担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

４．入力担当 メータ交換入力を行った担当者のコードで範囲を指定します。

５．実施担当 メータ交換を行った担当者のコードで範囲を指定します。

期限： 期限切れ一覧表の場合に、期限範囲（年月）を指定します。

日付指定：

１．交換日 メータを交換した日づけで抽出します。

２．入力日 メータ交換情報をコンピュータに入力した日付で抽出します。

分類方法： 印刷順を適宜指定します。

条件：

０．なし

１．休止Ｚを除く 「状態コード」が、「Ｚ」になっているものは除きます。

２．休止Ｚ、Ｙを除く 「状態コード」が、「Ｚ」「Ｙ」になっているものを除きます。
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(５) 設備情報管理表

メータ以外の設備の「一覧」「期限切れ一覧」などを印刷できます。

設備コード： 抽出したい設備コードを指定します。

機能：
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１．一覧表 設置されている設備の情報をリストします。

２．期限切れ一覧表 指定の期限年月に該当する設備の情報をリストします。

３．年度別交換予定台数 期限に該当する件数を、年月別にカウントします。

４．未登録一覧表 登録されていない得意先をリストします。

範囲：

１．得意先コード 得意先のコードで範囲を指定します。

２．検針日／検針順 検針日（２桁）検針順（６桁）で範囲の指定を行います。

３．担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

期限： 期限切れ一覧表の場合に、期限範囲（年月）を指定します。

分類方法： 印刷順を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。
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(６) 消費者保安管理表

設備の一覧、点検状況の一覧表を印刷できます。

取出し範囲：次のいづれかで、範囲の指定を行います。

１．得意先コード 得意先コード

２．五十音順 得意先名つけてあるフリガナ
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３．保安担当 保安担当者

４．地区コード 得意先マスタに登録してある地区コード

印刷順序： リストの印刷順番を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。

(７) 消費設備設置状況リスト

主に燃焼器具の設置状況の一覧を印刷します。
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範囲：次のすべての項目で範囲の絞り込みをします。

得意先コード

経過年月 器具を取り付けてからの経過年月数。

例えば、「１０１２」とすると、１０年１２ヶ月という意味

営業担当 得意先の営業担当者

保安担当 得意先の保安担当者

集合親 ０．含む

１．含まない

２．親のみ

項目を省略すると、そのチェックは行いません。指定すると、全部が合致したデータ

だけを抽出します。

取り出したい器具の指定：

メーカー 漢字で指定します。

器具名 漢字で指定します。

型式 先頭から指定された文字数分だけを比較対象にします。

条件： 次の条件を指定します。０（省略）にするとその項目はチェックしませんから、

全部が対象になります。

不燃防止の有無

立ち消え安全装置の有無

過熱防止装置の有無

空炊き防止装置の有無

自店購入か他店購入か

使用エネルギー区分

分類方法： リストの印刷順番を適宜指定します。
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(８) 保安調査実施予定表

定期点検調査の実施状況（これからするもの、最近したもの、再調査）を印刷できます。

範囲：

１．保安調査実施予定表 得意先に設定された調査サイクルに従って、調査予定日付に
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該当するものをリストします。

２．保安調査実施リスト 指定の日付範囲内で、調査を行った得意先をリストします。

３．再調査指示リスト 指定に日付範囲で調査を行って、問題箇所のある得意先を

リストします。

取出し範囲：次のいづれか、あるいは全部を指定します。

年月日 予定表の場合は、今後の予定日付になります。

それ以外は、実施した調査日の指定になります。

得意先 得意先の範囲を行います。

担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

郵便番号 郵便番号で範囲の指定を行います。（地区を限定するために役立ちます）

条件：

０．無条件

１．集合の親 親コードだけを対象にします。

２．戸建て、集合の子 戸建て住宅、集合の子コードだけを対象にします。

条件２：

０．調査日０は対象にしない。

一度も調査していない住宅は除きます。

１．＝０でも対象にする。

調査を行っていない住宅も対象にします。

印刷順序： リストの印刷順番を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。
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(17)ＦＤ受け入れ

保安センターから、メールやフロッピーなどの媒体で「保安調査データ」を受け取ったときに、

このプログラムで、データの更新を行います。

このプログラムを使用できるのは、

神奈川県エルピーガス保安センター

水戸地方ＬＰガス保安センター

郡山保安管理センター

宮城県ＬＰガス保安センター

の調査データのみです。

使用するには、環境の設定が必要です。システム管理者に依頼して下さい。
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(18)保安センター連携ＣＤ登録

得意先マスターにある、「保安番号」を一括して更新します。

保安番号が、「空欄」あるいは「００００００００」になっている得意先には、登録されて

いません。この画面で、「新保安番号」に保安センターで管理している消費者の番号（１０桁）

を登録することにより、前ページの「ＦＤ受け入れ」が使用できるようになります。

番号の変更も同様です。

「印刷する」の指定により、一覧表を作成することができます。

画面を、矢印キーでスクロールさせて変更したい箇所だけデータを入力して下さい。「End」を

押すことにより、更新が行われます。
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３．マスタメンテナンス
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(１) 得意先マスタメンテナンス

起動直後には、次の表示がなされます。

「機能」から、選択して下さい。（１～４、を入力）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。

削除：現在登録されている内容を削除します。

参照：現在登録されている内容を参照します。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。
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「機能」選択中のときには、以下の表示があります。

いづれかをクリックして，一覧表を作ることができます。

得意先一覧表：登録されている得意先の内容をリストします。

このまま実行すれば、すべての得意先がリストされます。

範囲の指定を行うと、その範囲内の得意先だけが対象になります。複数の範囲指定を行うと、

絞り込みができます。

「新規削除」～「変更理由」については、それぞれのコードを入力すると、それに該当する

得意先だけがリストされます。
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自振一覧表：口座振替として登録されている得意先をリストします。

銀行番号は、４桁の数字で、委託番号は、３桁で指定して下さい。から、までに何も入れない

と、全部を指定したことになります。

条件、開始年月、委託区分で絞り込みができます。

開始年月は、口座振替を開始する予定の年月です。（このシステムでは使用しません）
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保証金一覧表：保証金のある得意先をリストします。

このまま実行すれば、保証金のあるすべての得意先がリストされます。

機能：

１．一覧表 リスト形式で明細を印字します。

２．合計 営業書ごとの合計を印字します。

範囲：

得意先の抽出範囲を指定します。省略するとすべてを対象にします。

担当指定：

０．指定なし チェックしません。

１．預かり担当 保証金を預かった担当者で抽出します。

２．精算担当 保証金を返金（精算）した担当者で抽出します。

日付指定：

０．指定なし

１．預かり日 指定日付内で預かった得意先を抽出します。

２．精算日 指定日付内で精算した得意先を抽出します。

３．更新日 保証金マスタを精算した日付で抽出します。

４．預かり入力日 指定日付内でコンピュータに預かり入力を行った得意先を抽出します。

５。精算入力日 指定日付内でコンピュータに精算入力を行った得意先を抽出します。

当月の日付範囲が最初に表示されています。
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請求一覧表：請求書を出力する得意先をリストします。

実行すると、最初に次のような画面が表示されます。

チェックが終わると消えますが、途中でエラーがあると停止します。そのとき表示されている

得意先コードを見て、マスターを参照して下さい。親子関係になっている得意先で、請求方法

や、締め日に矛盾があります。

続けて、次の画面が表示されます。

範囲：締め日で抽出範囲を指定します。

省略すると全部の締め日が対象になります。

得意先範囲も同様です。
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担当：

１．営業担当 営業担当者で範囲指定を行います。

２．検針担当 検針担当者で範囲指定を行います。

３．集金担当 集金担当者で範囲指定を行います。

０．指定なし

集金日：集金日で抽出範囲を絞り込みます。

省略すると、集金日でのチェックは行いません。

条件１：任意の指定を行って下さい。

１：全部

２：自振の得意先だけ

３：自振でない得意先だけ

４：親子関係になっているもの

条件２：印刷用紙区分での指定。（このシステムでは使用しません）
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(２) 商品マスタメンテナンス

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。



3 - 9

(３) ガス料金表を計算式で作成

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

表示した状態で、［料金表印刷］（Ａ４用紙）を実行することができます。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。
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(４) リースデータのメンテナンスと一覧印刷

１得意先に、８個までのリース明細を登録することができます。回数は、９９回までです。

開始年月以降の年月になると、月次更新時に自動的に売上伝票を作成します。

残回数が０になると請求しませんが、明細は削除しません。「未使用」表示となります。
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(５) お知らせマスターメンテナンス

ハンディ検針時に選択できる、「得意先へのお知らせ文言集」です。

ハンディで、実際に印刷できる文字数は、全角で５０字までです。

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。



3 - 12

(６) 預金口座振替得意先一覧表印刷
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(７) ガス料金表印刷

印刷例：



3 - 14



3 - 15

(８) 料金表別得意先一覧

料金区分指定

１：該当料金番号の得意先数を数えます

２：該当料金番号の得意先一覧を印字します。



3 - 16

(9) 割賦データの入力

売上明細の入力時に、「割賦」とした場合に、ここで請求内訳を作ります。

請求内訳は、最大で１２回です。それ以上に登録する場合は、開始年月を１年ずらして使用し

ます。

Ｎは、１から９まで指定できます。

上記の例は、「１」を選択して、登録内容を下の段に表示したものです。

登録は、「商品コード」「販売価格」「開始年月」「回数」「月額」(1-12)に対して行います。

販売価格は、売上時の割賦合計と一致していなければなりません。

月額の合計は、販売価格と同じでなければなりません。

開始年月は、当月以降を指定します。

Ｎを０とすると、更新処理になります。

すでに登録されている内容を修正したい場合は、一度削除し、もう一度登録し直します。［Ｄ］

の欄にカーソルが止まるので、削除してよければ、ここに「Ｄ」を入力します。
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(10)アラカルト

名簿、一覧表を作るための便利なプログラムです。

画面にある、任意の項目の組み合わせで、一覧表を作成できます。
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(12)解約マスターの作成

このプログラムは、主に引っ越しを目的とした得意先コードの変更を行います。引っ越し処理

は、現在の得意先コードの内容を、別のコードに移して、現在のコードを「空き室」にすることで

行います。住所は変わらないので、１つの部屋にコードが２つ存在することになります。

新しい人が入居したときには、「空き室」をメンテナンスします。名前と電話番号、及び入居日

程度の変更で済むはずです。（必要ならば、自振情報も）

解約した得意先は、検針はできませんが、請求はできる状態になっています。残高がなくなった

時点で抹消すればよいでしょう。

機能１

現在の得意先コードを、別のコードに変更します。

変更したコードに、すべてのデータが移り、旧コードは無くなります。

機能２

引越時に、現使用コードを、別のコードに移し、売掛金等の明細もそちらに引き継いで、元の

コードの得意先名称を「空き室」にします。

このとき、使用している器具を、新しいコードに移すかどうかのオプションを選択できます。

機能３

単に、得意先を「解約状態」にします。
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(13)アラカルト

名簿、一覧表を作るための便利なプログラムです。

画面にある、任意の項目の組み合わせで、一覧表を作成できます。
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４．月次処理
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(１) 請求書の発行（一太郎）

請求書の印刷出力は、次の図のように行っています。一度出力を行うとデータ中に、発行済の印が

つけられているので、同じ明細を２度印刷することはできません。但し、印刷明細はいったん「中間

ファイル」に出力しますので、中間ファイルにデータが残っている間は、同じものを何回でも印刷で

きます。

ステップ１

キーファイルの作成 親子関係の間違っているものはリストされる

ステップ２

データの更新 マスタ

中間ファイルへの出力

データ

中間

（担当別、コード順）

ファイル 印刷イメージ

ステップ３

中間ファイルから印刷

印刷フォームは、Ａ４用紙に上下２段（実質Ａ５

用紙）で作成してあります。

一太郎ビューワを使って実際の印刷を行います。
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操作手順

①「キーファイルの作成」

得意先マスタで、締め日の変更や、親コードの変更などを行った場合には、必ず実行して

下さい。

②印刷範囲の指定

締日または得意先コードで印刷する範囲を指定します。

締め日を指定したときは、得意先マスターに登録されている、請求書の締め日（01～31）を

入力します。

得意先コードの指定のときは、得意先のコードで範囲を入力します。コードを省略すると全

得意先が対象になります。

範囲を１として、得意先コードも指定した場合、指定の締め日の中で、かつ得意先を限定す

お知らせ文は、検針伝票の印刷と同様に任意に選択します。

得意先マスターで、請求書の出力指定をしてある人だけが対象になります。

③発行日

請求書に印刷されます。始めは当日の日付が表示されていますが、それで不都合なときは、

訂正して下さい。

④締切日の指定

［範囲］で締め日の指定をすると、印刷明細の締切日が表示されます。この日付までに売り

上げた分が請求明細に印刷されます。訂正することも可能です。

得意先コード指定の場合は、個々の得意先の締切日で明細を印刷します。従って、締切日が

まちまちであってもかまいません。このとき、画面からの締切日の指定はできません。
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⑤試験モード

このチェックはずすと、試験モードになり、データの更新は行わずに、印刷を行います。

試しに実行してみたいときに利用して下さい。但し、「未請求」のままにならないように

留意して下さい。

⑥中間ファイルへの出力

次のメッセージが表示されます。

分類中です。少しお待ちください。

件数を確認して下さい 確認

データの書込／更新中です。中断しないでください。

中断すると、「データの復旧」からのやり直しが必要になりますので注意してください。
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(２) 口座振替請求出力

銀行番号、あるいは委託番号で請求明細を取り出します。

ＦＤ作成まで行えます。（初期設定は、サポート担当が行います）



4 - 6

この例では、フロッピーのＡ：ドライブに、ＤＡＴＡという名前で請求ファイルを作ることに

なっています。

フロッピーへの出力を行う前に、Ｃ：￥ＬＰＧというフォルダに、データを一旦作成します。

従って、フロッピーの作成を選択しなくとも、データは作られます。

Ｃ：￥ＬＰＧ￥ＤＡＴＡ ：ＣＲ／ＬＦなしのデータ

Ｃ：￥ＬＰＧ￥ＤＡＴＡ．ＤＡＴ：ＣＲ／ＬＦ付きのデータ

オンラインでデータの送付を行う場合は、このファイルを直接送信してよいです。

オンラインでデータを受信する場合には、注意点があります。受信データに、ＣＲ／ＬＦがついて

いない場合は、Ｃ：￥ＬＰＧに受信してそのままデータの更新ができます。

ＣＲ／ＬＦが付いている場合は、一度フロッピーあるいは、ＵＳＢメモリなどに受信して、そこか

ら更新を行います。

オンラインの方法は、２通りあります。

①インターネットで金融機関へログインし、ファイルコピーをする。

②モデムを使用して、電話回線で、金融機関へログインし、ファイルをコピーする。

いずれも同じデータを使用します。

②の場合は、モデムと専用のソフトウェアが必要になります。
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(３) 振替請求額修正

請求データを作成した後に、金融機関へ送信する前ならば、請求額の変更が行えます。

この例では、２１７件の請求明細があります。画面をスクロールするか、得意先コードで修正

したい得意先を見つけて下さい。

任意の金額を訂正して下さい。

この例では、元々５６６３円であったものを、４０００円に訂正しています。

「ＥＮＤ」キーを押すと、一連の修正作業は終わります。
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明細の印刷を行うか、合計のみか選択して下さい。データの更新後印刷が行われます。

フロッピーをセットして、続行して下さい。

フロッピーが不要ならば、「ＮＯ」として下さい。データは更新されているので、心配は

いりません。
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(４)口座振替結果入力

金融機関から、返却されたＦＤからまとめて入金処理を行います。

金融機関との間で、ＦＤ交換していなくとも、請求データ作成時のＦＤを保存しておけば、

一括入金処理が行えます。

＜お断り＞

金融機関によっては、全銀形式を一部変形して運用している場合があり、必ず交換できると

いう保証がありません。テストの結果、データ交換できない場合もあります。

オンラインでの交換は、金融機関との調整が必要です。オプションで、「全銀手順」ソフトを

用意していますが、必ずしも適合できるとは限りません。
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(５) 売掛管理台帳（月報）

毎月末に、当月の売上、売掛状況を把握するための帳票です。
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(６) 売掛金累積経過票

残高の累積している得意先を把握するための一覧表を印刷します。

例えば、３ヶ月以上滞納している得意先だけを選択することができます。
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(７) 業種別得意先数カウント
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(８) ＬＰＧ消費分布表

ｎ立法の得意先が何件いて、どれくらいの売上あるかなどを参照できます。
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(９) 月別得意先別実績表
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(10) 任意区分別検針使用量一覧

このプログラムは、配送センターごとに得意先の検針値を一覧表にします。

サンプル画面には、いくつかの問屋さんの名称が記されていますが、ＦＤ交換をする場合は、

相手先と調整してデータ形式の確認などを行ってから運用に入ります。サポート担当に問い合わ

せて下さい。

オンラインで交換できる場合もあるようですが、一意に判断できないので、その都度調整を

行っています。設計上できない場合もありますので、ご了承下さい。
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(17)月次データの保存

データの保存は、非常に大切です。万が一コンピュータが壊れた場合に、データが保存して

あれば、短い時間で復旧し、元どおり仕事ができます。このプログラムでは、月次更新前の

データを保存します。

保存する場所は、外部の記憶装置が望ましいです。ハードディスク、ＵＳＢメモリ、ＤＶＤ、

インターネット・ディスクなど様々あるので、選択して下さい。すぐに持ち出せるということも

大事な要件です。

「ＹＥＳ」を選択すると、あらかじめ決めておいた場所にデータをコピーします。

データ XXXX年

デース ０１月

０２月

０３月

データは、ＸＸＸＸ年０１月のように ・

フォルダ名の末尾を日付にして ・

コピーします。フォルダは自動的

に作成します。
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(18) 月次締め処理と月初め処理

当月の売掛金を、「前月末」として繰越処理を行い、様々な累積データを「保存期限」に従って、

調整します。コンピュータを、翌月開始の状況に移行します。



５．補助マスタ処理

このメニューには、通常は使用しないプログラムを集めてあります。

マスターデータの内容は、「マスター記入要領」マニュアルを参照して下さい。
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(１) 社名／営業所マスターメンテナンス

「機能」から、選択して下さい。（F1～F4、または画面をクリック）

登録：新規にマスターを作成します。

更新：現在登録されている内容を変更します。リストが表示されます。

削除：現在登録されている内容を削除します。リストが表示されます。

参照：現在登録されている内容を参照します。リストが表示されます。

「削除」と「参照」では、何も入力できません。実行してよいかどうか聞かれるので、応答

して下さい、「削除」の場合はすぐにデータが消えます。

「登録」では、新しいコードを入力し、続けて必要な項目を入力して下さい。同じコードが

すでに登録されているとエラーになります。

「更新」では、すでに記録されている内容を呼び出して、部分的に変更をします。

「機能」選択中のときには、［一覧表印刷］をすることもできます。
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(２) 担当者マスターメンテナンス

(1) と同じ操作手順です。

(３) 銀行名マスターメンテナンス

(1) と同じ操作手順です。

但し、一覧表の印刷は行えません。

(４) 名称名マスターメンテナンス

(1) と同じ操作手順です。

但し、一覧表の印刷は行えません。

(９) システム定数メンテナンス

一般提供はしていません。
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(１３)電算処理開始データ入力

次のような場合に使用します。

・新規登録したお客の検針スタート情報。

来月から検針するならば、当月の日付と開始指針を登録します。

・新規登録したお客に売掛金がすでにある場合、「前回の請求内容」「売掛金の内訳」

を登録します。

・メータ交換フラグが間違っている場合に、強制的に修正。

・売掛金が間違っている場合に、強制的に修正。


